




























作品は，1953年出版のThe Case of the Green-Eyed Sister（邦題：『緑色の眼の女』）






















26冊目のThe Case of the Golddigger’s Purse（邦題：『黒い金魚』）に至るまで献辞
が付けられなかった。そして，その後の6冊にも献辞がないまま，「一連の前書きが
始まる」とヒューズは書いている 5）。事実，その1949年に出版された33冊目のThe 






























































































































































年に出版された3作目のThe Case of the Lucky Legs（邦題：『幸運の足の娘』，また
































の前書きの中で，ガードナーは，初期の頃のメイスンを，“a young, relatively 
unknown fighting criminal lawyer”として言及している。その「若くて，その後の
メイスンと比較すると世に知られていない戦う刑事裁判専門弁護士」は「万能合鍵を
持ち，法律上の倫理規範の細かい点を衝動的に無視し，最も人目を引く型破りで向こ
う見ずな一連の行動をすることができる」（“can get into a series of most attractive 
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